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旧吉田茂邸再建基金条例  否決
特 別 委 員 会 設 置 へ

　
旧
吉
田
茂
邸
再
建

　
特
別
委
員
会

委
員
長　

山
口
陽
一

副
委
員
長　

山
田
喜
一

委　
　

員　

三
澤
龍
夫

　
　
　
　
　

高
橋
英
俊

　
　
　
　
　

坂
田
よ
う
子

　
　
　
　
　

土
橋
秀
雄

　３月定例会の閉会後成立した政府予算の景気
対策を実行するための臨時会を４月28日に行
うことになっていた。
　しかし、３月22日に旧吉田茂邸が焼失し、
再建のための基金条例が主な議題となった。
　さらに、万台こゆるぎの森の国際学園との契
約の白紙撤回を求める決議、町長不信任決議が
提出された。

募
集
期
間
は

問　

基
金
を
募
集
す
る
期
間
は
。

答　

県
立
公
園
と
し
て
全
面
開

園
を
予
定
し
て
い
る
平
成
24

年
度
末
ま
で
を
考
え
て
い
る
。

　
　

で
き
る
だ
け
早
く
募
集
し
、

町
が
ど
う
い
う
形
で
住
民
と

と
も
に
参
画
し
て
い
く
の
か

を
国
、
県
に
発
信
し
た
い
。

５
億
円
の
根
拠
は

問　

新
聞
報
道
で
は
寄
付
金
目

標
５
億
円
と
し
て
い
る
が
。

答　

基
金
条
例
に
は
、
金
額
の

目
安
が
必
要
で
あ
る
。
県
の

再
整
備
計
画
で
は
建
物
の
改

修
に
５
億
円
か
ら
10
億
円
か

か
る
と
あ
り
、
最
低
限
の
５

　

億
円
と
し
た
。

税
金
の
投
入
は
あ
る
か

問　

５
億
円
に
満
た
な
い
場
合
、

一
般
財
源
を
投
入
し
て
い
く

の
か
。

答　

再
建
に
向
け
て
県
と
町
が

連
携
を
図
り
、
役
割
分
担
が

明
ら
か
に
な
る
な
か
で
、
今

後
の
検
討
と
な
る
。

再
建
計
画
は

問　

再
建
計
画
の
中
身
は
。

答　

出
来
る
限
り
元
の
姿
へ
の

復
元
を
、
国
民
、
県
民
、
町

民
は
望
ん
で
い
る
。
ど
こ
ま

で
再
建
で
き
る
か
は
、
今
後

の
調
査
研
究
が
必
要
と
な
る
。

　
　

人
々
の
関
心
が
高
い
う
ち

に
、
再
建
に
向
け
た
基
金
の

受
け
皿
づ
く
り
が
重
要
だ
。

再
建
の
具
体
的
な
説
明
は

問　

具
体
的
に
再
建
は
外
交
資

料
館
、
迎
賓
館
、
全
部
復
元
、

一
部
復
元
の
ど
れ
に
な
る
か
。

答　

全
国
か
ら
の
応
援
を
基
金

で
求
め
、
再
建
規
模
を
決
め

　

た
い
が
、専
門
性
が
非
常
に
高

　

く
、
県
な
ど
と
協
議
が
必
要
。

　
　

規
模
で
は
な
く
、
再
建
と

い
う
方
針
を
決
め
て
進
め
て

い
き
た
い
。

出
火
原
因
は

問　

火
災
の
出
火
原
因
は
。

答　

22
日
出
火
後
、
現
場
を
確

認
し
25
日
午
前
中
ま
で
神
奈

川
県
捜
査
一
課
と
町
消
防
署

合
同
で
原
因
調
査
を
行
っ
た
。

　
　

最
終
的
に
こ
れ
だ
と
い
う

証
拠
が
見
つ
か
ら
ず
、
原
因

は
不
明
と
な
っ
て
い
る
。

問　

町
は
寄
付
金
の
額
を
見
な

が
ら
内
容
を
変
え
て
い
く
と

い
う
が
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ

ー
ジ
か
。

答　

委
員
会
を
作
っ
て
各
委
員

の
意
見
の
総
意
を
つ
め
た
い
。

問　

財
政
健
全
化
を
実
行
中
な

の
に
、
否
決
し
て
か
ら
何
を

決
め
る
の
か
。

答　

町
民
全
体
の
合
意
の
上
で

寄
付
を
集
め
応
援
し
て
い
く
。

　
３
月
22
日
に
焼
失
し
た
旧
吉

田
茂
元
首
相
邸
の
再
建
を
図
る

た
め
、
募
金
活
動
の
受
け
皿
と

な
る
基
金
設
立
の
条
例
案
が
提

出
さ
れ
た
。

　
質
疑
は
９
名
、
そ
の
後
の
討

論
で
は
賛
成
、
反
対
各
４
名
の

計
８
名
が
行
い
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
６
、
反
対
７
で
否
決
し
た
。

主
な
質
疑

主
な
質
疑

特
別
委
員
会
の
設
置

反
対
討
論

賛
成
討
論

町
民
の
理
解
が
必
要

　

町
民
無
視
、
議
会
無
視
の
行

政
だ
。
慎
重
で
充
分
な
審
議
や

準
備
期
間
が
必
要
。
町
民
対
話

集
会
を
開
き
、
多
く
の
町
民
の

理
解
を
求
め
る
こ
と
。

計
画
が
無
責
任

　

町
は
寄
付
の
受
け
皿
を
つ
く

り
、寄
付
の
額
に
よ
っ
て
計
画
を

決
め
る
と
い
う
が
、
無
責
任
だ
。

　

24
年
度
の
県
立
公
園
全
面
開

園
に
合
わ
せ
る
と
あ
る
が
、
条

文
に
期
限
明
記
が
な
く
、
基
金

の
処
分
が
で
き
な
い
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。

先
立
つ
も
の
は
資
金

　

県
は
21
年
度
予
算
の
用
地
買

い
上
げ
料
約
25
億
円
を
可
決
し

た
。
予
定
は
、
23
年
度
庭
園
の

無
料
公
開
、
24
年
度
邸
宅
の
有

料
公
開
だ
っ
た
が
、
焼
失
し
た
。

　

先
立
つ
も
の
は
資
金
だ
。
県

の
意
向
は
町
の
主
体
的
取
組
み

を
条
件
に
復
元
に
協
力
。
記
憶

が
新
し
い
時
期
に
す
べ
き
だ
。

町
の
姿
勢
を
示
す

　

町
が
で
き
る
最
大
限
の
こ
と

は
、
な
る
べ
く
多
く
の
寄
付
を

集
め
て
で
き
る
範
囲
の
こ
と
を

す
る
姿
勢
を
示
す
こ
と
。

　
旧
吉
田
茂
邸
再
建
基
金
条
例

が
否
決
さ
れ
、
議
員
よ
り
特
別

委
員
会
設
置
が
提
案
さ
れ
た
。

　
議
会
と
し
て
、
吉
田
邸
再
建

が
で
き
る
よ
う
国
や
県
へ
の
要

望
事
項
の
整
理
、
ま
た
、
町
の

活
性
化
の
た
め
の
条
件
整
備
を

７
月
臨
時
会
ま
で
特
別
委
員
会

で
審
議
し
て
い
き
た
い
と
の
理

由
で
設
置
が
決
ま
っ
た
。

第１回臨時会（４月28日）第１回臨時会（４月28日）



賛否結果

議案
番号

　　　議員名　　　

　　　議　案

百
瀬
恵
美
子

渡
辺
　
順
子

山
口
　
陽
一

三
澤
　
龍
夫

高
橋
　
英
俊

坂
田
よ
う
子

竹
内
恵
美
子

奥
津
　
勝
子

浅
輪
い
つ
子

清
水
　
弘
子

柴
崎
　
　
茂

山
田
　
喜
一

鈴
木
　
京
子

土
橋
　
秀
雄

結
　
　
　
果

22
専決処分の承認を求めることについて
（大磯町町税条例の改正　固定資産税の経過措置の規定の追
　加等）

− ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承
認

23
専決処分の承認を求めることについて
（大磯町国民健康保険税条例の改正　介護納付金分の課税限
　度額９万円を10万円に引き上げる規定の改正等）

− ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 承
認

24 旧吉田茂邸再建基金条例 − ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ● 否
決

− 旧吉田茂邸再建特別委員会の設置 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可
決

25 平成21年度一般会計補正予算（第1号） − ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ 可
決

決議案
第２号 大磯町と国際学園との契約の白紙撤回を求める決議 − ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ● ● ○ ○ 可

決

決議案
第３号

大磯町長三好正則君の不信任決議
※町長の不信任議決は、特別多数議決で、議長を含む出席議員数
　の４分の３以上の者（１１名）の同意が必要となる。

● ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ● ● ○ ○ 否
決

○は賛成　●は反対　−は議長のため議決に加わらない

　

提
出
者
土
橋
議
員
、
賛
成
者

山
口
議
員
か
ら
「
大
磯
町
と
国

際
学
園
と
の
契
約
の
白
紙
撤
回

を
求
め
る
決
議
」
が
提
出
さ
れ
、

可
決
し
た
。

提
案
理
由

　

万
台
こ
ゆ
る
ぎ
の
森
の
民
間

活
力
導
入
は
、
事
業
者
の
募
集

か
ら
選
定
ま
で
の
経
緯
が
不
明

瞭
で
あ
り
、
ま
た
、
町
民
及
び

議
会
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し

て
こ
な
か
っ
た
。

　

昨
年
12
月
26
日
、
臨
時
の
議

　

提
出
者
渡
辺
議
員
、
賛
成
者

浅
輪
議
員
か
ら
「
大
磯
町
長
の

不
信
任
決
議
」
が
提
出
さ
れ
た

が
、
否
決
し
た
。

提
案
理
由

　

国
際
学
園
と
の
覚
書
締
結
を

議
会
に
隠
蔽
し
、発
覚
す
る
ま
で

報
告
し
な
か
っ
た
。ま
た
３
月
中

に
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
、と
の
議
場
で
の
発

言
を
破
棄
し
31
日
に
締
結
し
た
。

　

議
会
で
の
約
束
を
守
ら
な
い
、

　

国
際
学
園
と
の
定
期
借
地
権
契
約
を
め
ぐ
る
決
議

案
２
件
が
提
案
さ
れ
た
。
３
月
30
日
に
臨
時
の
議
員

全
員
協
議
会
が
開
か
れ
、
翌
31
日
に
契
約
を
結
ぶ
と

の
報
告
を
受
け
て
い
た
。

員
全
員
協
議
会
を
開
催
し
、そ
の

後
、町
長
に「
議
会
対
応
の
改
善

を
求
め
る
申
し
入
れ
」を
行
っ
た
。

　

３
月
議
会
最
終
日
、議
会
は
契

約
に
関
す
る
議
案
を
否
決
し
た
。

町
は「
３
月
中
に
契
約
を
交
わ
す

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
」と
答
弁

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
50
年

の
定
期
借
地
権
契
約
を
し
た
。

　

こ
の
度
重
な
る
対
応
は
、
町

民
や
議
会
に
大
き
な
不
信
感
を

招
き
、
大
き
な
禍
根
を
残
す
こ

と
は
必
至
で
あ
る
と
い
う
理
由
。

議
会
制
民
主
主
義
の
根
幹
を
踏

み
に
じ
る
暴
挙
を
見
逃
す
こ
と

は
、
議
会
の
使
命
を
果
た
さ
な

い
こ
と
に
な
る
の
で
提
案
し
た
。

問　

特
別
多
数
議
決
で
は
否
決

さ
れ
る
と
分
か
っ
て
い
る
な

ら
、問
責
決
議
で
可
決
す
る
ほ

う
が
良
か
っ
た
で
は
な
い
か
。

答　

否
決
に
な
る
と
分
か
っ
て

い
た
が
、町
民
を
欺
く
行
為
が

続
い
た
。
不
信
任
し
か
な
い
、

と
い
う
私
の
気
持
ち
で
あ
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行

　
　
　
　
　
　
１
千
250
万
円
増

問　

商
工
振
興
推
進
事
業
と
は
。

答　

商
工
業
の
活
性
化
の
た
め

県
内
最
大
の
25
％
付
商
品
券

を
発
行
す
る
。町
19
％
、商
工

会
６
％
を
負
担
。
５
千
部
販

売
し
、
町
内
全
店
で
使
え
る
。

雇
用
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
３
千
14
万
円
増

問　

国
の
雇
用
対
策
事
業
の
一

環
だ
が
、
条
件
と
内
容
は
。

答　

期
間
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、

町
の
企
画
し
た
事
業
で
文
化

財
資
料
整
理
や
図
書
館
窓
口

業
務
な
ど
を
委
託
す
る
。

高
校
生
奨
学
金
制
度
新
設

　
　
　
　
　
　
　
　

194
万
円
増

問　

新
設
の
理
由
と
内
訳
は
。

答　

生
活
支
援
と
し
て
世
帯
へ

授
業
料
補
助
を
す
る
。
月
額

県
立
高
４
千
円
で
18
人
分
、

私
立
高
１
万
円
で
９
人
分
。

　
一
般
会
計
に
約
５
千
117
万
円

を
追
加
し
、
総
額
約
85
億
６
千

117
万
円
と
す
る
補
正
予
算
が
提

出
さ
れ
、
可
決
し
た
。

　
な
お
、否
決
し
た
旧
吉
田
邸
再

建
基
金
関
連
の
予
算
は
、執
行
し

な
い
と
町
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。

主
な
質
疑

補
　
正
　
予
　
算

決議案
２件
提案

三
好
町
長
の
不
信
任
決
議
は
否
決

国
際
学
園
と
の
契
約
の
白
紙
撤
回
を
求
め
る
決
議
は
可
決

６月本会議は６月２・９・10・12日　
第３回臨時会は７月24日に開催します
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